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人権週間～違いを認め合う心を大切に～

校長 山 中 信 子

毎年、１２月４日から１０日までが「人権週間」です。今年も人権週間の啓発活

動重点目標は「みんなで築こう 人権の世紀 ～考えよう相手の気持ち 未来へつ

なげよう 違いを認め合う心～」だそうです。この「人権週間」を前に朝会で「人

権」について話しました。下記に朝会での話を紹介します。ご家庭でも話題にして

いただけると幸いです。

＜朝会の話（概要）＞【人権についてPart１】(11/27)

～略～ 人権とは、「全ての人が人として生きる権利で、うまれながらにもっています。

あなたにも、私にも人権があります。そして、その権利を自分で守らなければならないし、

だれ一人としてそれを邪魔をしてはいけない」ということです。～略～

学校の中でも、全ての人が楽しく学校生活を送る権利があります。この権利を壊してしま

うのが「いじめ」です。いじめには、ものを隠す、悪口を言う、仲間はずれにするなどがあ

ります。その他にも、からかったり、ける・たたくなどの暴力をふるったりするいじめがあ

ります。こういう人の嫌がること、人を傷つけることをして、人を悲しい気持ちにさせてし

まうことは絶対にやってはいけません。いじめをしてはいけないことは、ここにいるだれも

が分かっていると思います。しかし、いじめはなかなかなくなりません。いじめは絶対にい

けないという気持ちをしっかりもって、自分の行動にストップをかける勇気、友達にいじめ

はやめようと言う勇気をもってほしいと思います。また、「違いを認め合う心」を大切にし

ましょう。昨年度の愛知県人権啓発ポスターに、『わたしの「ふつう」と、あたなの「ふつ

う」はちがう。それを、わたしたちの「ふつう」にしよう』という言葉があります。そし

て、５人の子どもが紹介されています。『「ひとりだけ丸がり頭だ。」「仲間外れだ」「で

も、あなただって一人だけ左利きよね」「きみは、一人だけメガネだよね」「そういう私

は、太ってるわ」「僕は背が低い」「本当だ、みんな違うじゃん」』と。一人ひとり、「違

い」があるのは当たり前。ポスターのように外見も、そして、考え方・感じ方も違います。

その「違い」を認め合うことが、いじめをなくす第一歩だと思います。みんなでみんなの

「人権」を大切にして、いじめのない上

野間小学校にしましょう。

１２月・１月の予定

＜１２月＞ ＜１月＞

１日 マラソン大会予備日 ９日 ３学期始業式

８日 第２回学校保健委員会 ９～１２日 地震避難訓練

１２～１４日 個人懇談会 １５日 ＰＴＡ委員会

１６日 もちつき大会 １７日 学校公開日

２１日 給食終了 ３０日 なわとび大会

２２日 終業式 （予備日 ３１日）

みはまの教育・合い言葉 「実行しよう！ 早寝・早起き・朝ごはん」

うのみみブックフェスティバル（11/16）
読み聞かせサークル｢うのみみ｣の皆さんによる｢ブックフェスティバル｣が、レインボーホール

で行われました。「かたあしだちょうのエルフ」、狂言「くさびら」、「だるまさんがころん

だ」、「いっきょくいきまあす」を映像や音を効果的に使うなど、趣向を凝らした内容で、子ど

もたちを楽しませてくれました。最後は、子どもや先生たちも出演し、盛り上がるフェティバル

となりました。｢うのみみ｣の皆さん、あり

がとうございました。また、「うのみみ」

の皆さんが、長年にわたる功績が認められ

て、美浜町より感謝状をいただきました。

子どもたちの読書好きを支えていただき感

謝しています。今後ともよろしくお願いい

たします。

学習発表会・鑑賞会（11/17）
１･５･６年生が学習発表会を行いました。１年生は、生活科｢あきとあそぼう｣で学習したこと

を劇やクイズで伝えました。「どんぐりまつり」と題して、６つのお店屋さんも開きました。５

年生は、｢守ろう環境、私たちにできること｣をテーマに、地球温暖化や外来種などについて発表

しました。グループごとにまとめ、クイズなどを交えて伝えました。６年生は、｢動かそう平和の

歯車｣をテーマに、世界の国々に目を向けた発表をしました｡「もし、世界が２６人だったら」と

して、世界の現状を表したり、世界の国々のよさを劇風に表現したりして伝えました。どの学年

も、学習したことや考えたことを分かりやすく発表することができました。

午後は、鑑賞会を行い、プレジャーＢのクラウンの皆さんが見事なパフォーマンスを見せてく

れました。体育館が歓声と笑いでいっぱいになりました。

【１年生】 【５年生】 【６年生】

＜朝会の話（概要）＞
【人の幸せを願い、人の不幸を悲しむことのできる人】（11/13）１年担任 芹沢 薫 先生
私が大好きな話をします。のび太君としずかちゃんの話です。のび太君としずかちゃんは大人にな

って結婚しますね。のび太君はしずかちゃんと結婚できるか心配で、ドラえもんにお願いしてタイム

マシンで未来を見に行きます。～略～しずかちゃんのパパはこんなことを言いました。「大丈夫だ。

あの青年は人の幸せを願い、人の不幸を悲しむことができる人だ。人間にとって一番大事なことなん

だ。彼なら間違いない。君を幸せにしてくれると僕は信じているよ。」みんなも、のび太君のように

人の幸せを願い、人の不幸を悲しむことのできる人になってほしいと思います。

【考えて食べましょう】（11/20）たんぽぽ１組担任 永田純子 先生
マラソン大会にむけて、みんな元気に練習していますね。いつも元気な体を作るた

めには、赤色の食品（血や肉をつくる）、黄色の食品（エネルギーになる）、緑色の

食品（からだの調子をととのえる）をバランスよく食べるとよいです。自分の嫌いな

食品も元気な体を作るために、どんな働きをしているかをよく考えて食べるよう心が

けてみてください。




